
抗菌性物質を含む植物葉止への抗菌性物質の
※

浸出と葉上微生物数

　　　　　※※
江川　　奉・達山

　　　　　※※※
洪　　春洋・麓

　※※　　　　　　　　　　※※※
和紀・赤井　重．恭

※※※※　　　　　　　　　※※※※

次郎・木幡　欣一

　H1rosh1EGAwA，Kad．zunor1TATsUYAMA，Slh1geyasu　AKAI，

　　Chun－Y1ang　H0NG，J1ro　FUM0T0，and．K1nlch1K0BATA

Leachmg　of　Ant1fmga1Substance　onto　the　Leaves　and．Tota1

　　　Nu皿ber　of　M1croorgan1sms　on　the　Leaves　of　Severa1

　　　　　　P1ants　Conta1nmg　Ant1funga1Substance

　　　　　　　　緒　　　　　言

　抗菌性物質を含む植物に関する報告は多く；｛），筆者ら

もシラキ7），ドウダンツツジ5），ユーカリ26），カクレミ

ノイ）などに含まれる抗菌性物質を単離しその構造を決定

したが，実際場面においてこれらの物質がどのような役

割を果しているかは明らかでない．植物葉上には種々の

病原性，非病原性の微生物が存在していると思われる

が，筆者らは，植物体内の抗菌性物質がこれらの微生物

にどのような影響を及ぼしているかを知るために，葉上

への抗菌性物質の浸出と，葉上微生物数の変化について

検討した．

　　　　　　　　案　験　材　料

　1．供試植物

　実験にはすでに抗菌性物質が単離構造決定されている

イチョウG加尾go捌oろolL．，カクレミノ。Dθ〃みoク伽ol”

炉ゲ〃鮒MAKINO，　ソラキ8αク伽刎／αクoηκ〃刎PAX

et　H0FFM．，　ドウダンツツジE〃肋α〃伽45加閉Zα肋∫

SCHNEID．と筆者らの予備実験で抗菌性物質を含むこ

とが明らかにされたアツバキミガヨラン乃κoαgZor｛o∫α

※　　　　Stud1es　on　the　ant1m1crobla1substances（4）

※※　　　島根大学農学部Fac　of　Agr，Shimane　Univ．，

　　　Matsue，JAPAN．
※※※　　京都大学農学部　Fac．of　Agr．，Kyoto　Univ．，Kyoto，

　　　JAPAN．
※※※※京都府立植物園　The　Kyoto　Botanica1Garden，

　　　Kyoto，JAPAN．

L，イスノキDユ5妙1〃〃η閉08刎05伽〃SIEBetZACC，

サザンカCα刎θZZ｛α8α∫伽qz〃THUNB．，ヤマモミジ

A6θrクα1刎α肋舳THUNB．subsp．刎ατ5z〃舳r〃THU－

NB．，対照として抗菌性物質を含まないボケCんα8ηo一

舳Zθ5Zαgθ舳舳KoIDz　の9樹種について検討した

　又，葉上微生物数を測定するにあたって，季節的な変

動などを考慮するために（調査月日によって供試樹種数

は異なるが）上述の9樹種以外に下記の19種の樹種につ

いても調査した．

　　オカタマノキ　”κ加Zzα60〃グ～∬α　（］M［AxIM）

　　　LINN．

　　カラタネオガタマMた加Z｛α〃5cα肋BLUME．

カラコギカェデんκα〃洲脇∫θ（FRANcH．）

　NAKAI

ゲッケイジュエ伽ブ｛∫〃oろ疵5LINN．

コデマリ助分αωoα1吻〃｛θ郷おLOUR．

ソソミハナ8μrαωクrz〃zゲolzαSIEB　etZUcC

ツバキCαηzθ〃αノ砂o〃6αL．

トキワマンサクLoro卯乏αZ｛〃刎6〃η刎∫θOLIv．

トネリコバカエデA6ぴ肌g舳∂oLINN．

トベラ1）物o功o閉肌励分α（THUNB．）AIT．

ハコネウツギW；θ㎏θZα60r〃伽5｛∫THUNB．

ハナスオウ　Cθκ｛∫oん加θ郷｛5BUNGE．

ハナミズキCo閉ω〃oη6αLINN．

ヒイラギナンテンMαんo〃加ノψo加oαDC．

ビョウヤナギ耳yクθんz〃7zoん伽θ郷づ∫L．

ヘビノボラズBκろθr三3∫如ろo〃〃MI9．

一23一
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　　モッコクTぴ郷炉oθ1刎α／ψo刎oαTHUNB

　　ユズリハDα助1ψん）lZZ舳伽ぴoクo疵舳MIg．

　　ユリノキエ伽o∂刎みo〃〃ψφθブαL．

　いずれも京都府立植物園内の常に一定の樹木を用い

た．

　2．供　試　菌

　抗菌性の検定に用いた供試菌はC06舳oろoZ伽〃伽一

ろθα舳∫（S　IT0　et　KURIBAYASHI）DREcHsLER

（HθZ舳枕んo功orzz舳orツzαθBREDA　et　HAAN）KU－

13であって，京都大学農学部保存菌である

　　　　　　　　実　験　方　法

　1．メタノール抽出物の抗菌性検定

　供試植物葉申の抗菌性物質の有無は，葉のメタノール

抽出物の抗菌性を検討することによって判定した．生葉

1gをメタノール10m1で抽出し，メタノールを揮散さ

せた後に常法によってC．励ツαろ〃〃45の分生胞子発芽

試験を試みた．発芽率O．0％で，対照区（水）に対して

明らかに阻止効果の認められる場合に抗菌性物質を含む

と判定した．

　2　葉上での分生胞子発芽試験

　葉上への抗菌性物質の浸出は，葉上でのC．〃伽一

ろω舳の発芽によって調査した．植物の生葉をペトリ

皿中の湿室に入れ，C．刎伽ろθα舳分生胞子懸濁液を

3滴葉の上にのせ，有傷葉はカミソリ刃にて切

れ込みを入れその上に懸濁液をのせてそれぞれ

28．C，7時間後に分生胞子の発芽率を調査し

た．

　3　分生胞子発芽試験による植物葉メタノー

　　　ル抽出物および植物葉上浸出物申の抗国　Wate「s0

　　　性物質有無の年間調査

　抗菌性物質の有無および葉上への浸出は，

1971年4月を第1回とし，以後5月11日，6月

2日，8月2日，11月13日，1972年3月6日の

6回にわたって植物の葉を採取し，メタノール

抽出物，有傷，無傷葉上にて分生胞子発芽試験

を試みた．しかし植物によっては天候，落葉な

どのため調査出来なかった月日もある．

　4　葉上微生物の調査

　生葉をリーフパンチで無菌的に切り抜き，殺

菌試験管に入れ10m1の殺菌脱イオン水を加

え，振彊器で30秒かくはんした．このO．1m1

を10m1の殺菌脱イオノ水で希釈した．希釈

液O．1m1を殺菌ペトリ皿のジャガイモ燕糖寒天培地に

加え，固化させ，28◎C，10日間培養後糸状菌，放線

菌，細菌に分けて菌数を調査した．

　5　葉上微生物数の表わし方

　葉上微生物数は季節，天侯などによる変動がはげし

い．したがって測定した菌数そのもので調査月日が異な

る場合は比較検討することが出来ない．供試植物の他に

同時に調査した樹種3～19種の調査時の微生物数の平均

値を求め（供試植物も計算に加えた），この平均値で各

樹種の微生物数を割って比を出した．この比で各調査月

日間の比較を行なった．数値が100以上の場合は平均値

より微生物数が多い場合で，少ない場合は微生物数が平

均より少ないことを示している．又各樹種の年間の微生

物数の多少を推定するために調査時に得られた比の値の

平均値を求めて比較した．糸状菌の全微生物数に対する

比の場合も同様に計算し表わした＊．

　6．植物成分の順次抽出法

　植物抽出物のどの抽出部に抗菌性物質を含むかを知る

目的で第1図のように順次抽出を試みた．生葉をメタノ

ールで抽出し，水に溶解して，n一ヘキサン，ベンゼン，

酢酸エチル，ブタノールの順に抽出し，各抽出部につい

て分生胞子発芽試験で抗菌性の検定を行なった．

　　　　　　　実験結果および考察

　植物成分のメタノール抽出物の抗菌性と有傷葉，無傷

葉上での分生胞子発芽試験の結果によって8種（I～

　Leaves
　　l＿dipped　in　methano1

M＝etha、。1τe、
一dried　up　in　vacuo
－deionized　water

ut1On
－Petro1eum　ether

　　　■
Petro1eum　ether

fract1on（PE）

Water
so1ut1on

㎞㎝云㎞㎞
　　　　（B）　　　　　　　　　　　　　　　8－ethy1acetate

　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　Ethy1acetate　　　Water　so1ut1on
　　　　　　　　fraction（EA）　　　　　　（EAR）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Butano1

　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　Butano1　　　　　Water
　　　　　　　　　　　fract1on　　　　　　　　　so1ut1on
　　　　　　　　　　　　（Bu）　　　　　　　（H）

F1gure1Fract1onat1on　of　extracts　from　the

　　　　　1eaYes　by　organ1c　so1vents

　　＊同一の計算は下記の文献を参照のこと。

　　　江川　宏・益子道生・上山昭則・松尾卓見：目菌誌，9（2）：89～
　　　93．　1968．
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V皿）の類型に分けると，供試9樹種は第1表のとおり分

類出来る．しかし皿とV皿の例は見出されなかった．この

うちIと皿1は葉中の抗菌性物質が葉上に浸出してくる機

会が多いことが考えられる．この検定を年間を通じて行

なった結果が第2表である．樹種によっては春から秋に

かけて第2表の類型（I～V皿）の年間の経過が異なる

Table 1. Leaching pattern of antifungal component from the 

and example plant specres showrng leachmg 

leaves 

Leachmg 

pattern

Example of plant speecres 

Inh1b1t1ve
activity　of

con1d1um
germmat1On
on　hea1thy
1eaves

Inh1b1t1Ye
activity　of

cOn1d1um
germmat10n
on　wounded
1eaves

Ant1funga1
aCtiVity　in

the　methano1
fract1on　of

the1eaYes

1
D. trifidus (Old leaves 

2
)
 

May 11, June 
十

■
D. trifidus (Old 
leaves Aug. 2) 

C. sasanqua (Apr. 

leaves 

30) 

Apr. 30, New 
十

皿十

w
A．クαZ刎α勉刎（May11，Aug．2）
D．ブα6θ刎o舳刎（New1eaves　Aug．2
N0Y．13，Mlar．6）etc．

十

Vγg－Zorづ05α（May11）十

wY. gloriosa (June 2) 

十

w十

㎜α1αg’舳αブ｛αetC．

Tab1e2．Annua1change　of1eachmg　pattem　of　aηt1funga1component
　　　　　　　　from　the1ea▽es　of　severa1p1ants

Apr. 30 
1971 

May 11 
1 97 1 

June 2 
1 97 l 

Aug. 2 
l 97 1 

Nov. 13 
1971 

Mar. 6 
1972 Date, tested 

I
　
　
n

w
■
w
w

w
w
皿
■

w
　
　
I

皿
㎜
w
　
㎜

w
皿

■

w
　
㎜
w

㎜
w
w
w
I
w
w
㎜
w
嵩
㎜
w

皿
V
W
W
I

G．肋Zoろo

Y. 

A. 

D. 

gl oriosa 

palmatum 

trifidus New leaves 

Old leaves 
I
I
 

且卿〃z肋5．

ユノψ0〃｛6舳

1）．ブαoθ刎05μ刎New1eaves

1V

1V

Old leaves IV 

㎜αZαg舳αr｛α

C．5α∫α〃q〃α n



一26一 島根大学農学部研究報告 第7号

が，第3表の6類型（A～F）に分類されるようであ

る．イチョウはA，ヤマモミジ，シラキ，ドウダンツツ

ジはB，カクレミノ，サザンカはC，アツバキミガヨラ

ンはD類似型（D！とする），イスノキはE，ボケはF型

であった．すでに報告したユーカリ肋oαZ〃z45gz〃〃2）

はいずれの型にも属しない，つねに春（I）→秋（I）

型（G型とする）で特異な樹種であった．

　次にこのような樹種の抗菌性物質はどのような有機溶

剤によって抽出されるかの検討を行なった．この結果が

第4表である．アツバキミガヨランはn一ヘキサンとブ

タノール，サザンカはブタノールと水，ドウダンツツジ

は酢酸エチルとその残澁の2抽出部に抗菌性物質が認め

られた．この結果（第4表）から第2表のI，1Iをしめ

すC，Dに属する樹種の3例のうち2例までブタノール

および水に溶解する抗菌性物質を含んでいた．しかし酢

酸エチル抽出物の抗菌性物質を含む樹種はこの実験の範

Tab1e3Change　of1eachmg　pattern　from　Sprmg　to　Wmter

Annua1
1each1ng
pattem

Chang　of1each1ng
pattem
Sprmg　－　Wmter

Examp1e
Of
tested　p1ants

A
B

C

D

E

F
G＊

皿

1V

1皿（I）

IV’

1V

V皿

I（■）

1V

V皿

I▽．

1皿（I）

1V

v皿1

I（1皿）

G．　ろ｛Zoわα

A．力αz刎α肋伽

且μ〃1α泌

且ノ功0〃｛0舳

D．ケψ6狐

C．∫α5伽卯α

γgZ0ブ｛0∫α

D．　ブαoθ〃τo∫〃〃z

dコ云詞αブ｛α

Ez伽z〃切5卯舳〃

＊Previous　paper

Tab1e4Antlfunga1act1v1ty　of　the　fract1ons　extracted　from　the

　　　　1eaves　of　seyera1p1ants　by　organ1c　so1Yents

Fract1ons　from　the1ea▽es

Petro1eum
ether Benzene Ethy1

aCetate
Butano1 　　　　　Residue　ofWater　　　　　ethy1acetate

G．　ろづZo5α

γg・Zoブ乞o∫α

A．μ1刎α肋刎

D．炉ゲ励4∫

且μ閉Zα妨

ユゴψ0〃｛6舳

D．ブα6θηZ05〃〃Z

α1αgθ伽〃α

C．5ωα〃％α

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十：Ant1funga1act1ve ：inaCti▽e



~lJ[[･~:~ '~i~~･~;･~ 7~C~~: 27 

~A~~~A B. C~)~~~~~)~:~E=[JIC~~u~~~7C. 
~!;~~9~'-"*~~~C~)~~~Jii~~~~~l~~~lCOV~~~f~~--- ~:ufC. ~'~1~-'-'-' ~~ 

~-･,_~i~~i~c~~~u7 C~)~>~~5~i~C~5~; ~U).__._~~¥tjf ~~~1C ~;~ 

Table 5. Total number of rmcroorgamsms 

Nos 

~~~i~~~l~~1~~;~!*+Q~CJ~ 1)~~~~~~~'~~~~~~;~CD~, ~~~'~~~'~-'-'-' ~:)~1 ~I 

1 C ~J~~IC~~~~~: u 1'c~*~:~~~~ 3 -19~:~~)~~~Ji~i~~~~~~~)~~~~f~~~: 

~~)t~ c=~~~-*~~~7-L. C~)~'--".'-~+~:~~Lt~~f~~~~:~~~i~ 6 i~~a~ ;~. 

found on the leaves of several plants 

of mrcroorgamsms/cm2 of the leaves 

Date, tested 
Apr. 30, 
1971 

May ll, 
1971 

June 2, 
1971 

Aug. 2, Nov. 13, Mar. 6, 
1971 1971 1972 

G. 

A. 

D. 

S. 

D. 

C. 

C. 

biloba 

gloriosa 

pal matum 

trif id us 

perulatus 

ja ponicum 

racemosum 

lagenaria 

sasanqua 

New leaves 

Old leaves 

New leaves 

Old leaves 

14 

841 

1391 

46 

1761 

3 64 

1119 

910 

541 

4 48 

156 

2134 

241 

320 

1868 

3381 

9 67 

364 

184 

21 

2
 

321 

299 

199 

192 

577 

9 5872 

70 

l 07 

49 

1175 

2446 

593 

1534 

4CO 

165 

935 

28 

522 

9181 

143 

Species number of 
tested plants 

3
 

23 28 25 20 12 

Mean number of 
organisms on the 
of tested plants 

micro-
leaves 285 . O 1806 . 3 1007 . 1 549 . 7 532 . 5 264 . 1 

Ta ble 6. Ratio* to the mean value of number of 
leaves of tested plants 

total mrcroorgamsms on the 

Ratio to the mean value (olo) 

Date, tested 
Apr. 30, 
1971 

May 11, 
1971 

June 2, 
1971 

Aug. 2, 
1971 

Nov. 13, Mar. 6, Mean 
1971 1972 

G. 

Y. 

A. 

D. 

S. 

D. 

c. 

C. 

biloba 

*-loriosa 

palmatum 

trif id us 

perul atus 

ja poniculn 

racemosum 

lage nar~a 

sasanqua 

New leaves 

Old leaves 

New leaves 

Old leaves 

77 . O 

2.5 

97 . 5 

20 . 2 

61 . 9 

50 . 4 

53 . 7 

44.5 

15 . 5 

211 . 9 

23 . 9 

31 .8 

185 . 5 

335 . 7 

96 . O 

36 . 1 

18 . 3 

3.8 

0.4 

58 . 4 

54 . 4 

o"6 . 2 

349 . 2 

105 . O 

1744 . 8 

12 . 7 

20 . 1 

9.2 

220 . 7 

459 . 3 

111 .4 

288 . 1 

75 . 1 

31 . O 

175 . 6 

10 . 6 

197 . 7 

3476 . 3 

54 . 1 

38 . 7 

13 . 4 

98 . O 

188 . 7 

59 . 8 

274 . 3 

1003 . O ? 

465 . 6 ? 

65 . 2 

*
 

** 

Number of total nucroorgamsms x 100 
Number of mean value of total 
microorganisms on the leaves 
of tested plants 

These values were calculated from the number of Table 5. 
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便宜上，年問の平均値が40％以下のものは微生物数最少

とし，41～80％を少，81～120％を平均，121～150％を

多，151％以上を最多として表わせば第7表のように，

供試樹種は分類される．

　以上の結果から葉上への抗菌性物質の浸出と葉上微生

物数との関係を考察すると，アツバキミガヨランの5月

11日，11月13日，1972年3月6日の3例，カクレミノ新

葉の8月2日，1972年3月6日，旧葉での5月11日，6

月2日の4例，サザンカの11月3日，1972年3月6日の

2例の合計9例に抗菌性物質が浸出されたと考えられ，

その時の葉上微生物数を検討すると9例中7例までは最

少または少の微生物数であった．したがって葉上に抗菌

性物質が浸出すると葉上微生物数の減少する傾向が認め

られた．

　全微生物数に占める糸状菌の数について同様にして検

討した　実数は第8表に示し，季即変動を考慮した計算

値は第9表に示した．第9表の年間の平均値が40％以下

を最少，41～80％を少，81～120％を平均，121～150％

Tab1e7Interact1on　of　the　number　of　tota1m1croorgan1sms　and　fung11so1ated

　　　　from　the1eaves　of　severa1p1ants

Number of total microorganisms 

Fewer Few Median Many Most 

Fewer D. racemosum 

Few C. Iagenaria ~ S. japonicum 

R
a
t
i
o
 
o
f
 
t
o
t
a
l
 
m
i
c
r
o
o
r
g
-
a
n
i
s
m
s
 
a
n
d
 
f
u
n
g
i
 

Median G. biloba 
E. perulatus C. sasanqua 

Many Y. gloriosa A. palmatum D. trifidus 

Most 

Tab1e8Rat1o＊of　tota1m1croorgan1sms　and　fung1found　on　the1eaves　of

　　　　severa1p1ants

Nos．of　Fungix100／Nos．of　microorganisms

　　　　　　　　　Apr．30，
Date・tested　　　　1971

May11．
1971

June2，　　Aug．2，　　Nov．13，　Mar．6．
1971　　　　　　　1971　　　　　　　1971　　　　　　　1972

G．　ろ｛Zoろα

γgZ0ブ｛08α

λ．クαZ舳肋伽

1）．炉ゲ肋45 New1eaYes

01d1ea▽es

且クκ〃Zα伽

ユノ砂0η｛6〃肌

D．閉6θ刎o醐刎　　New1eaYes

　　　　　　　　01d1eaves

αzαgθ〃αr加

C．3α5伽卯α

86，6

98，0

63．5

100，0

40．8

51．O

7，8

42，0

68，5

92，3

53，1

24．7

2．6

1，5

15，0

29，0

38．6

71，4

50，0

53，3

40．8

78，4

74，5

22．2

O．0

91．4

100，0

81，5

62，5

97．4

20，6

27，9

46．5

61，0

41．2

92．5

7．O

O．9

29．8

Spec1es　numbers　of
　　　　　tested　p1ants

23 28　　　　　25　　　　　20 12

］V［ean　va1ue　of　ratio　of　tota1

m1croorgamsms　and　fung1on
1eaYes　of　tested　p1ants

56．7 35，5　　　　　　56，4　　　　　　61．6 55．8

　　　　Number　of　fungi
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
　Number　of　m1croorgan1sms
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Tab1e　g　Rat1o　to　the㎜ean　va1ue　of　rat1o　of　tota1m1croorgamsms　and

　　　　fung1on　the1eaYes　of　tested　p1ants

Rat1o　to　the　mean　va1ue（％）

D．t。，t。。。。d　Ap・・3叫M・y11・
　　　　　　　1971　　　　　　1971

June2・　Aug・2・　Now1島　Mar・6・　Mean
1971　　　　　　　1971　　　　　　　1971　　　　　　　1972

G．　ろ｛Zoろα

Y．9・1orづ05α

A．〃〃1α肋1

D．炉ゲ肋45 New1eaYes

01d1eaves

且クぴz41励4∫

ユプ砂0η｛α〃η

一D．rα6θ刎o∫肋z　　New1eaves

　　　　　　　　01d1eaves

C．Zαgθ〃αγ｛α

α∫α5αη卯α

152．7

172．8

112．0

176，4

72．O

89．9

22．0

118．3

193．0

260．0

149，6

69．6

　7．3

　4，2

42，3

82．8

108．7

126，6

88，7

94，5

72．3

139．0

132，1

39．4

　0．0

162．1

162．3

132．8

110．8

158．1

33，4

45，3

75．5

99，0

66．9

165．8

12．5

O．6

53．4

115．9

135．6

127．6

135．9

80，7

61，6

29．9

67，9

97．8

　　Number　of　rat1o　of　tota1m1croorgamsms　and　fung1
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
　　Number　of　mean　va1ue　of　rat1o　of　tota1m1cro－
　　organ1sms　and　fung1on　the1eaves　of　tested　p1ants

＊＊　These　va1ues　were　ca1cu1ated　from　the　number　of　Tab1e8

を多，151％以上を最多とした．この結果供試樹種は第

7表のように分類された．全微生物数の場合と同様に抗

菌性物質が葉上に浸出した場合の糸状菌数への影響は，

抗菌性物質が葉上に浸出したと考えられる例が前述と同

様にアツバキミガヨラン3例，カクレミノ4例，サザン

カ2例の合計9例であるので，この9例の場合での糸状

菌数を検討する．カクレミノ，サザンカでは1例を除い

て5例で糸状菌数は少なくなっていた．しかしアツバキ

ミガヨランのみは反対に3例中3例まで糸状菌数が多く

なっていた．したがって葉上に抗菌性物質が浸出してく

ると葉上微生物数は減少する傾向が認められたが，糸状

菌数は樹種により少なくなる場合と多くなる場合が存在

するものと考えられる．

　放線菌についてはこの実験中ほとんど葉上微生物とし

て分離されなかったので検討しなかった．

　植物の葉から種々の物質が浸出してくることは古くか

ら研究されているd）．例えば糖類，アミノ酸，有機酸，

植物ホルモン，ビタミン，アルカロイド，フェノール物

質，無機塩などが葉上に浸出してくると報告している．

したがって，葉中の抗菌性物質が葉上に浸出してくるこ

とは当然であって，これが実際場面において植物の疾病

の発生と何らかの関係があるものと考えられる．一方葉

上周辺において植物病原菌または葉上微生物によってフ

アイトアレキシン様物質が形成される場合もあって，こ

の方面の研究も多い1）．筆者らが今回取扱った植物で

は，葉中の抗菌性物質の葉上への浸出の場合のみと考え

られるが，今後詳しく検討すれば，ファイトアレキシン

様物質が関与している可能性も考えられる．

　　　　　　　　謝　　　　　　辞

本研究を行なうに際してこ協力いたsいた京都大学農学部付属農薬研

究施設大谷喜代美嬢，京都府立檀物園長村裕次係長，申川盛四郎技師

および稲沢光男技師に深謝する。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　葉に疾病の認められない植物の中で，抗菌性物質を生

体成分として含有している場合がある．さきに筆者らは

このような植物，例えばドウダンツツジ，シラキなどか

ら抗菌性物質を単離し，構造決定したが，葉上へ抗菌性

物質が浸出する条件として，葉中に抗菌性物質を含むも

のは（1）生葉のメタノール抽出物に抗菌作用があるかどう

かで，葉上への浸出の有無は（2）有傷葉上，（3）無傷葉上で

イネごま葉枯病菌分生胞子の発芽試験を試みて検討し

た．9種の樹種について（1），（2），（3）を検討した結果は第

1表のようであって，8種の場合が考えられるが実際に

は皿とV皿は認められなかったので結局6種の類型に分け

られた．
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　どの類型の浸出方法をとるかは，樹種により，季節に

よって異なるので1ケ年に亘って調査した結果，季節変

化を考慮に入れると，第2表の6種の類型に分けられ
た．

　これらの樹種の葉中にどのような溶剤に溶ける抗菌性

物質があるかを順次抽出を試み，抽出物について分生胞

子発芽試験を試みた．n一ブタノール，水に可溶性の抗

菌性物質を含有する葉では葉上へ浸出しやすかった．酢

酸エチルで抽出される抗菌性物質は樹種により種々であ

った．

　つぎに葉上微生物について検討したが，微生物の最も

少なかったのはイチョウ，アツバキミガヨランで，カク

レミノは多かった．全微生物数に占める糸状菌数の少な

いのはイスノキ，シラキで，多いのはアツバキミガヨラ

ン，ヤマモミジ，カクレミノであった．抗菌性物質の葉

上への浸出によって微生物数が少なくなるのはカクレミ

ノ，アツバキミガヨランで，多くなるのはサザンカであ

った．また糸状菌数が減少するのはカクレミノ，サザン

カで，アツバキミガヨランは逆に増加した．
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S皿mm趾y

　In　the　prev1ous　paper，the　wr1ters1so1ated．ant1funga1substances　fro皿the1ea7es　of

seYera1p1ants　In　th1s　paper，1eachmg　of　the　ant1funga1substances　from　the1eaves　of

these　p1ants　was　stud．1ed．

　The1eachmg　Pattem　was　c1ass1f1ed．as　shown1n　Tab1e1（I－VIII），and－s1x　examp1es

were　observed1n　the　tested－p1ants　Annua1change　of　the1each1ng　was　fomd．to

fo11ow　six　pattems（A－F）as　shown　in　Tab1e3．

　The1eaYes　of　seYera1p1ants，α泌g’o肋oろαand．Y此6αg・1o〃o∫σ，had　fewer　m1croor－

gan1sms　and．the　p1ants　that　had　many　m1croorgan1sms　on　the1eaYes　were1）1立ツZ伽刎

ro16θ刎o醐〃，8ψ加刎ノψo加c〃η，and－Dθ〃みoμ刎”ケゲ〃狐（Tab1es6and－7）．

　The　rat1o　between　tota1number　of皿1croorgan1sms　and－fung1，showed．a　h1gh∀a1ue

on　the1eaves　of　Y加cαg1or伽α，Acθブμ1舳α肋刎，and．D伽みoクα伽”炉ゲzゐ3，and．a1ower

Ya1ue　in　Dづ3妙Z加刎〃6θ肋o〃柳（Tab1es7and，9）．

　The　re1at1onsh1p　between－the1each1ng　of　ant1funga1substances　and－nu肌ber　of　m1c＿

roorgan1sms　on　the1ea・ves　was　stud．1ed．m　these　p1ants　The　wnters　found－a　decrease

1n　the　number　of　m1croorgan1sms　on　the　Ieayes　of　tested．p1ants　when　ant1fungal

substances　haye1eached　onto　the1eaves


